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平成２０年１１月 全国百貨店売上高概況 

平成２０年１２月１８日 
Ⅰ．概 況  

 
１．売上高総額        ６,４９１億円余 
２．前年同月比     －６.４％（店舗数調整後／９か月連続マイナス） 
３．調査対象百貨店   ９１社 ２８０店 （平成２０年１０月対比－１社１店） 
４．総店舗面積     ６,８１１,８６６㎡ （前年同月比：０.０％） 

５．総従業員数     １０１,８５４人 （前年同月比：－１.２％） 

６．３か月移動平均値  4-6 月 －４.６％、5-7 月 －４.２％、6-8 月 －４.４％、 
             7-9 月 －３.３％、8-10 月 －５.０％、9-11 月 －６.１％ 

 
  ［参考］平成 19 年 11 月の売上高増減率は０.９％（店舗数調整後） 

 
【１１月売上の特徴】 

   ９か月連続で前年同月比マイナスとなった。 
 １１月は、中旬以降の気温低下や休日日数の増加を背景に、最需要期を迎えた主力の重衣

料など季節商材の動向に期待が持たれたが、景気情勢が一段と減速する中で、企業業績の不

振による株価下落や雇用不安など、消費者の買い控え心理を増幅させる要因が重なり、先月

と同様に、高額品を中心として多くの商品分野で売上減少に歯止めがかからなかった。 

歳暮の早期受注が前年を上回って好調に推移したこと、家族団らん志向の高まりから食料

品が健闘していること、化粧品が引き続き堅調であることなどプラス要素もみられたが、フ

ァッション衣料や服飾雑貨で単品買いが進み客単価が下落していること、法人需要の冷え込

みで外商が不振であったこと、取引先メーカーによる生産・在庫調整等の動きもあって特に

地方店を中心に欠品が発生したことなどが影響し、最終的には減収基調に大きな変化はなか

った。また、地区別には３カ月連続で大都市(10 都市)が地方の減少幅を上回った。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「１１月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 全国的に寒暖の変動が大きく、特に中旬は、中頃にかけて暖かな高気圧に覆われたことや気圧の谷に向かう暖

気の影響で、気温が平均を上回ったが、気圧の谷が通過した後は、強い寒気が南下し大きく気温が下がった。 

(2) 営業日数増減    ２９.８日（前年同月比－０.１日） 

  (3) 土･日･祝日の合計    １２日（    〃    ＋３日／土曜２日増・日曜１日増） 
  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 
     ①増加した：３４店、②変化なし：４９店、③減少した：６８店、④不明：４２店 
  (5) １１月歳時記（文化の日、勤労感謝の日、七五三、歳暮）の売上（同上） 
     ①増加した：４５店、②変化なし：５６店、③減少した：３２店、④不明：６０店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 
     ①増加する：１０店、②変化なし：５１店、③減少する：７５店、④不明：５７店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 649,127,491 100.0 -6.4 (  -6.3)

10都市 416,293,520 64.1 -7.3 (  -7.1)

札幌 16,093,776 2.5 -5.7

仙台 7,825,538 1.2 -6.6

東京 163,718,335 25.2 -7.2 (  -6.2)

横浜 35,995,917 5.5 -2.8 (  -5.0)

名古屋 36,275,659 5.6 -15.1

京都 25,862,513 4.0 -4.8

大阪 82,521,944 12.7 -7.6

神戸 18,247,918 2.8 -7.0

広島 12,957,910 2.0 -6.2

福岡 16,794,010 2.6 -6.0

10都市以外の地区 232,833,971 35.9 -4.8 (  -4.6)

北海道 4,260,765 0.7 -7.5

東北 12,292,860 1.9 -8.2

関東 111,730,683 17.2 -4.6

中部 18,283,362 2.8 -7.5

近畿 21,603,245 3.3 -2.4

中国 16,705,112 2.6 -4.0 (  -1.7)

四国 12,288,974 1.9 -4.6

九州 35,668,970 5.5 -4.1

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 649,127,491 100.0 -6.4 (  -6.3)

紳士服・洋品 54,915,276 8.5 -7.7 (  -7.7)

婦人服・洋品 150,679,444 23.2 -10.3 (  -10.2)

子供服・洋品 15,468,390 2.4 -4.6 (  -4.6)

その他衣料品 18,749,284 2.9 -7.3 (  -7.3)

■　 衣　　料　　品 239,812,394 36.9 -9.1 (  -9.1)

■   身のまわり品 72,428,359 11.2 -9.6 (  -9.2)

化粧品 32,261,173 5.0 0.4 (  0.5)

美術・宝飾・貴金属 27,918,024 4.3 -15.9 (  -16.0)

その他雑貨 26,795,706 4.1 -12.9 (  -12.4)

■　  雑　　　　貨 86,974,903 13.4 -9.5 (  -9.4)

家　　具 8,687,095 1.3 -21.1 (  -20.9)

家　　電 1,970,335 0.3 -26.0 (  -26.3)

その他家庭用品 19,941,103 3.1 -9.8 (  -9.6)

■  家　庭　用　品 30,598,533 4.7 -14.5 (  -14.3)

生　鮮　食　品 41,041,571 6.3 0.7 (  1.0)

　菓　　子　 40,339,151 6.2 2.2 (  2.4)

　惣　　菜　 37,066,528 5.7 -3.2 (  -2.9)

その他食料品 67,547,519 10.4 1.9 (  2.0)

■　 食　 料　 品 185,994,769 28.7 0.6 (  0.9)

  食　堂　喫　茶 16,485,913 2.5 -0.7 (  0.5)

   サ　ー　ビ　ス 6,598,365 1.0 -0.6 (  -0.2)

  そ　　の　　他 10,234,255 1.6 4.4 (  3.6)

  商　　品　　券 26,901,715 4.1 -9.7 (  -9.7)

全国百貨店　売上高速報 2008年11月

対前年増減(-)率　(%)
※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

  総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。(■は主要５品目）  
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Ⅱ．地区別の動き  

 
  １．１０都市売上動向       －７.３％（店舗数調整後／９か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向  －４.８％（   〃   ／１７か月連続マイナス） 

 
 
 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －７.３ －４.８ ９か月連続マイナス 

札 幌 －５.７ －０.１ ３か月連続マイナス 

仙 台 －６.６ －０.１ ７か月連続マイナス 

東 京 －７.２ －１.８ ９か月連続マイナス 

横 浜 －２.８ －０.１ ４か月連続マイナス 

名古屋 －１５.１ －０.９ １２か月連続マイナス 

京 都 －４.８ －０.２ ３か月連続マイナス 

大 阪 －７.６ －１.０ ９か月連続マイナス 

神 戸 －７.０ －０.２ ８か月連続マイナス 

広 島 －６.２ －０.１ ９か月連続マイナス 

福 岡 －６.０ －０.２ ４か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －４.８ －１.７ １７か月連続マイナス 

北海道 －７.５  ０.０ １３か月連続マイナス＊ 

東 北 －８.２ －０.２ ８か月連続マイナス＊  

関 東 －４.６ －０.８ １７か月連続マイナス 

中 部 －７.５ －０.２ ８か月連続マイナス 

近 畿 －２.４ －０.１ ８か月連続マイナス 

中 国 －４.０ －０.１ ６か月連続マイナス＊ 

四 国 －４.６ －０.１ １７か月連続マイナス 

九 州 －４.１ －０.２ １５か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 
広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 
から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 
  主要５品目では、プラスは食料品。マイナスは衣料品、身のまわり品、雑貨、家庭用品。 

化粧品・菓子は前年比較を開始して以来２３か月連続プラス、生鮮食品が２か月連続プ 
ラス、その他食料品が３か月連続プラスとなった。 
 
 

 
 
 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 
商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －６.４ ― ９か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －７.７ －０.７ ８か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －１０.３ －２.５ １７か月連続マイナス 

子供服・洋品 －４.６ －０.１ ３か月連続マイナス 

その他衣料品 －７.３ －０.２ ９か月連続マイナス 

衣料品 －９.１ －３.５ １７か月連続マイナス 

身のまわり品 －９.６ －１.１ １５か月連続マイナス 

化粧品  ０.４  ０.０ ２３か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －１５.９ －０.８ ２１か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －１２.９ －０.６ １２か月連続マイナス＊ 

雑貨 －９.５ －１.３ ９か月連続マイナス 

家具 －２１.１ －０.３ １２か月連続マイナス 

家電 －２６.０ －０.１ １１か月連続マイナス 

その他家庭用品 －９.８ －０.３ ９か月連続マイナス 

家庭用品 －１４.５ －０.７ １２か月連続マイナス 

生鮮食品 ０.７  ０.０ ２か月連続プラス＊ 

菓子  ２.２  ０.１ ２３か月連続プラス＊ 

惣菜 －３.２ －０.２ ６か月連続マイナス＊ 

その他食料品  １.９  ０.２ ３か月連続プラス＊ 

食料品  ０.６  ０.２ ３か月連続プラス 

食堂喫茶 －０.７  ０.０ ４か月連続マイナス 

サービス －０.６  ０.０ ６か月連続マイナス 

その他 ４.４  ０.１ ３か月連続プラス 

商品券 －９.７ －０.４ １７か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 
     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 
 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・関・西田まで 
          ℡ 03－3272－1666 ホームページアドレス http://www.depart.or.j 


